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R、彪ヨこ〃ie∂月∂
P．　minor　from　Japan
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“LU－ti－cio”
from　Continental　China
＝＝，
結論および考察
　L　今回比較剖見した長野県産鹿蹄草，日本産PL＞，rola属植物8種，ヨーロッパ産PL」，rola属植物1種および中国産
鹿蹄草の葉の内部形態的特徴をTAB岨1，　i葉肉部の表面視および透過視による測定値をTA肌E　II～VIに示す・Ppt－
rola属植物は外見上類似種が多いが，日本産の8種については内部形態的V＝　TABLE　1により明らかに分類可能である．
　2．前報1）でも述べたごとく，わが国では鹿蹄草の基源植物は一般にP7rola　J’aPontCa　KLENZE　ex　ISu・EFELDイチヤ
クソウであるとされているが，群馬県産のものはイワウメ科のShortia　uniflora（MAXIM・）MAXIM．イワウチワであり，
今回入手し得た長野県産鹿蹄草はPLJ，rola　incarnata　FISCH．ベニバナイチヤクソウを基源とするものであった．
　3．長野県地方にはP・ゴψo箆加も分布し，本種も採薬される可能性がある1しかし生態的にRゴψ伽加は群生す
ることはないが，P・incarnataは大きな群落を作る性質があるので，一度に多量採集するのに適しており，今後も長
野県地方からは主としてP・incarnataが出荷されるものと考えられる．なお市場調査の結果，近年の日本産鹿蹄草の
主産地は長野県地方および先に述べた群馬県地方であり，それ以外の地域での採薬はほとんどなされていないようで
ある．しかし民間で自給使用される場合にはP・プψ・π加または他の類似種も採集されているものと考えられる．P．
incamataは東海地方以西には分布しない．
　4．P・incarnataおよび且ゴψ0π加はその外形が酷似しており，開花期には花の色により明確に区別されるが，お
し葉標本では花の色は両種ともに黒変し鑑別は容易でなくなる．またカット生薬のごとく葉の断片のみでは他の同属
植物を含め，肉眼的には種の鑑別はきわめて困難である．葉の表面視および透過視による測定値はこのような葉の断
片や細切された商品の基源を知るうえで指標となりうる．P・incarnataとP・ゴψoπ加eこついてはPaliSade　Ratig，
（10s）
Presented by Medical*Online
Stomatal　Numberなどでも明判こ区別される．
　5．植物分類学的にP、　faurdeana　H．　ANDREsおよび丑繭07　L．について，北村ら15）は両種とも日本に分布すると
し，原15）および大井17）は日本でP．　minor　L．として報告されたものはR　faurisanaと同一種であるとしている．今回
の実験結果では内部構造的にP・　fauriSanaと日本およびヨー一　Pッパ産のP．・minorとは葉柄の維管束の集束型が異なる
点で区別される．また日本産のP．　minorとヨーロッパ産のE痂orは気孔の大きさおよびStomatal　Numberがわ
ずかに異なるが，これらは変化しやすい要素であり，内部形態的には両者は非常に類似したものである．一・方，今回
比較下見した材料のうち，これらの2種のみ気孔が葉の両面に認められ，2種が互いに近縁であることを示している．
以上のことから日本産P・minorはP・　fauriSanaとヨーロッパ産P・”minorとの連続する中間型である可能性もある
が18），一応わが国にもP・min・r　L．が分布するとするのが適当であると考える．
　6．　中国産鹿蹄草の三二植物は『三二志』19）によると1》01αrotUndifotin　L・．とされているが，今回香港市場で入手
しえた中国産鹿蹄草の復元品はP・rotttndtfoliaの原記載m）をはじめとする植物学的な記載21・22）とはわずかに異なり，
また『中薪志』の付図ともかなり異なるものであった．内部形態的にもHenderson5）はP．　rotundzfolia　UCはさく状組
織が認められないと述べているが，市場品には認められ，また日本産P］rola属植物と比較すると本品はP・」’aPondea
にほぼ合致する．植物分類地理学的にPヴψo航αは中国東北部地方にも分布するので17〕，入手した商品はP・　J’aPoniSa
もしくはそれにごく近縁の種と考えられる．なおr中国高等植物図鑑』23）を参照すれば商品の葉の形状はP・decorata
H．ANDRESに最も類似しており，『雲南中高蔚』as）では本志を鹿街草の基源植物とし，また『素謡大辞典』25）では鹿蹄
草の一基源植物として本種を記していることから，今回入手した商品がP．deeorataを基源とする可能性もあるが，比
較材料の入手が不可能であるので今回は推定にとどめておく．
　7．現在香港市場で「鹿蹄草」を入手すると，得られるものは「鹿街草」「鹿含草」などと称される商品であり，
r中蔚志』やr中蔚大辞典』にも生薬名としての鹿蹄草は記されていない．推察するに本来「鹿蹄草」と「鹿街草」
は薬物としても植物としても別品であったが，稀用薬物でもあり，またr軒猿述宝蔵論』26）に「葉裏は紫色である」
と記され，PPtrola属植物もそのような性質を有すること，名称が類似することなどの理由で近年になって混同される
ようになり，さらにP7rota属植物の一般名が鹿蹄草と称されるようになってからいっそう混乱したものと考えられ
る．日本で小野甲山m）が鹿蹄草にイチヤクソウをあてたのもこの影響を受けたものと思われる．鹿蹄草の正条品は前
報でも触れたようにナス科植物を基源とするものであり，P，rola属を基源とする生薬は鹿街草と称するのが正しいと
考えられる．
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